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富士山馬返し→6合目→5合目→バスで河口湖駅 2022年5月15日(日)

【1,450m→2,390m+10m=2,400M】
集合場所：南越谷5：45

参加者：11名
大畑・笠原・吉田・福崎

青木・西山・森岡・笠原・篠岡・小野寺・桜井

■コースタイム（標準の1.2倍です）

チェックポイント 時刻 所要時間 1.2

馬返し 9:10 -

一合目 9:34 0:24 0:20

二合目 10:22 0:48 0:40

三合目 10:58 0:36 0:30

四合目 11:52 0:54 0:45

昼　食 12:22 0:30

佐藤小屋 13:22 1:00 0:50

六合目 13:58 0:36 0:30

泉ヶ滝 14:22 0:24 0:20

五合目駐車場 14:46 0:24 0:20

所要時間合計 - 5:36 4:15

■往　路

乗車・乗換駅 発時刻 着時刻

草加 5:29 5:37 168

新越谷/南越谷 5:52 6:32 1,694

西国分寺 6:44 6:49

立川 6:53 7:48

大月 7:55 8:41 1,039

富士山（タクシー） 8:50 9:10 1,000

馬返し - 3:41 3,901

■復　路

乗車・乗換駅 発時刻 着時刻

富士山5合目 15:40 16:35 1,570

河口湖(大月行) 17:16 18:04 1,039

大月 18:35 19:10 1,694

高尾(快速) 19:33 19:55

西国分寺 20:01 20:41

南越谷/新越谷 20:50 20:58 168

草加 - 5:18 4,471

折り返



馬返し【1,440m】9:10
富士山麓電氣鐡道の富士山駅からタクシー (桜井・
大畑・笠原 ) とジャンボタクシー (3 名以外 ) に
分乗して馬返しに向かいます。 
そこから先は道が険しくなって馬を引くことがで
きず、馬を下りて山に登り始めるところを、馬返
しと呼んだそうです。富士山は麓から頂上までの
間が三区分され、それぞれ草山、木山、焼山と呼
ばれていましたが、馬返しは草山と木山の境にあ
たり、富士山の信仰領域の基点となる場所でした。

富士山禊所跡
古来よりここから先は富士山の聖域とされ、道者
はここでお祓いを受け、身を清めてから山頂を指
しました。禊所の成立は、大正年間（1911年か
ら25年）で、旧道のど真ん中に建っていました。
その時点で、すでに新登山道が禊所の左手側に平
行して作られていました。

一合目【1,520m】9:34
一合目までの登山道は大正以降に付け替えられた
ものです。右手側に旧道は付いていますが、所々
壊れた場所もあり、現在は通行禁止です。 
一合目に建つ鈴原社は、かつては「大日社」と呼
ばれ、浅間明神の本地物とされる大日如来像を
祀っていました。「甲斐国志」では富士山の仏は
大日如来であることを参拝者に知らしめるために
この一合目に置かれたと記されています。又、周
辺には多くの富士講碑が残されています。

二合目【1,700m】10:22 
二合目の御室浅間神社拝殿跡は、富士山の神である
浅間明神（木花咲耶姫/コノハナサクヤヒメ）を祀っ
た神社で、富士山中で最初に建設された神社です。
古くは北室・室ノ宮と呼ばれていました。河口湖南
岸の勝山村（現富士河口町）の御室浅間神社里宮の
山宮に当たります。
この二合目から上は女人禁制の領域でした。

三合目【1,840m】10:58 
弁財天像が祀られた見晴茶屋跡（左手側）とはち
みつ屋跡（右手側）がある。展望が良いこの場所
で昼食を取る事が多かったため三合目は「中食堂」
と呼ばれたり、江戸時代中期以前は、三軒の茶屋

があったことから「三軒茶屋」と呼ばれました。
傍らに道了・秋葉・飯綱の三神を祀った三社宮が
ありました。

四合五勺【2,050m】11:52　
ここで昼食となります12:22まで30分間 
御座石浅間神社の社と井上小屋跡が横に並んで一
体となった建物がある。建物跡の左側には大きな
岩壁があり、この地が神が依りつく石という意味
の御座石と戦国時代には言われ、冨士講が奉納し
た石碑や岩に掘り込まれた文字などから信仰のよ
うすを目にすることができます。

五合目 佐藤小屋【2,240m】13:22 
ここまで見てきた山小屋はいずれも過去の遺物で
既に廃墟になっていたが、この山小屋は現役で
100年の歴史ある山小屋。富士山の山小屋では
唯一冬季も営業しており、冬の富士登山には欠か
せない山小屋。

5合5勺 経ヶ岳【2,290m】 
馬返から登山を開始して初めて、眼前に堂々たる
富士山の姿が見え、ここから森林限界が近づいて
いる。日蓮上人が文永 6年（1269年）に法華
経を写経して、この地に経巻を埋めたことから
経ヶ岳と呼ばれる。

六合目 安全指導センター【2,390m】13:58
本日の最高地点、ここでスバルラインからの吉田
ルート登山道と合流します。7月の富士登山でまた
ここに来ますので良く景色を憶えておきましょう。
晴れていれば頂上付近まで見えます。
7月の富士登山の時は、欲や迷いを断ち切り、心
身が清らかになることを願って「六根清浄」と唱
えて山を登ります。 
ここからスバルラインの五合目駐車場に下山します。

五合目 バルライン駐車場【2,305m】14:46 
バス停前の富士急雲上閣でバスの時間まで休憩し
ます。15:40 分発のバスに乗車、河口湖駅で下
車します。17:16 発の大月行に乗車、大月から
18:35 発中央線高尾行に乗車、注意！高尾駅で
は特快に乗車しないこと、19:33 発の快速東京
行きに乗車してください。


